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一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
刊
行
し
た
『
　
橋
大
学
年
譜
1
」
（
明
治
八
年
八
月
ー
昭
和
二
一
年
三
月
）
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
に
、

終
戦
の
年
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
ま
で
の
期
間
の
一
橋
大
学
に
関
す
る
諸
事
項
を

ま
と
め
た
『
一
橋
大
学
年
譜
H
』
（
昭
和
二
〇
年
一
月
ー
昭
和
六
三
年
一
二
月
）
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

　
年
譜
｝
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
『
年
譜
H
』
に
お
い
て
も
、
対
象
期
間
に
お
け
る
一
橋
大
学
の
多
面
的
な
歴
史
が
通
観
で
き
る

こ
と
に
配
慮
し
て
、
慎
重
に
適
切
な
項
目
を
過
不
足
無
く
取
捨
し
選
択
し
正
確
に
記
述
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
と
は
言
え
、
紙
幅
の
制
約

の
た
め
に
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
項
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
関
係
者
の
ご
批
判
と
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
本
『
年
譜

H
』
が
、
前
回
の
『
年
譜
1
』
と
相
侯
っ
て
、
｝
橋
大
学
の
歴
史
を
通
観
す
る
の
に
資
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
『
年
譜
H
』
の
作
成
の
必
要
性
は
、
『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
』
（
戦
後
部
分
）
の
編
纂
作
業
を
進
め
る
過
程
で
、
故
米
川
伸
一
教
授

か
ら
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
あ
の
資
料
の
収
集
・
整
理
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
『
学
制
史
資
料
』
の
編
纂

作
業
が
終
わ
っ
た
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
中
村
政
則
委
員
長
の
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
当
初
、
本
『
年
譜
H
』
は
『
一
橋
大
学
百

二
十
年
史
』
（
一
九
九
五
年
刊
行
）
と
同
時
期
に
刊
行
を
予
定
し
、
学
園
史
資
料
室
松
村
美
子
さ
ん
を
中
心
に
、
資
料
の
整
理
作
業
が
鋭

意
進
め
ら
れ
た
が
、
全
体
的
な
草
稿
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
一
九
九
六
年
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
草
稿
を
基
に
、
細
谷
新
治
名
誉
教
授
が
、
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
そ
し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
項
目
の
取
捨
選
択
、
新
項
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目
の
追
加
、
文
章
の
推
敲
等
、
原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
の
最
終
段
階
で
は
山
内
進
教
授
と

西
澤
保
教
授
、
そ
し
て
池
間
が
加
わ
っ
て
、
最
終
稿
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
全
て
の
期
間
を
通
じ
て
、
附
属
図
書
館
・
事

務
局
の
方
々
に
は
、
資
料
の
提
供
・
調
査
、
疑
問
点
へ
の
ご
教
示
等
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に
厚

く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
三
月
二
三
日

一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
池
間
　
誠



凡

例

一
、

{
年
譜
は
、
『
一
橋
大
学
年
譜
1
』
一
橋
大
学
　
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
刊
　
に
引
続
き
、
終
戦
の
年
一
九
四
五

終
わ
り
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
ま
で
の
期
間
の
、
一
橋
大
学
に
関
す
る
諸
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
の

二
、
年
譜
上
段
に
つ
い
て
は
、
一
橋
大
学
と
如
水
会
（
大
学
同
窓
会
）
に
関
す
る
事
項
を
記
述
。

典
拠
資
料
に
つ
い
て
は
、
各
項
目
の
末
尾
に
出
典
番
号
で
表
示
し
、
巻
末
に
そ
の
資
料
名
を
記
し
た
。

　
典
拠
資
料
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
代
表
的
な
も
の
を
【
な
い
し
二
挙
げ
た
。

三
、
年
譜
下
段
に
つ
い
て
は
、
関
連
事
項
と
し
て
教
育
問
題
一
般
、
学
外
（
国
内
外
、

　
参
照
し
た
。

　
『
近
代
日
本
総
合
年
表
第
三
版
』
岩
波
書
店
　
一
九
九
一
年

　
『
学
制
百
年
史
』
　
資
料
編
　
文
部
省
　
一
九
七
二
年

　
『
学
制
百
二
十
年
史
』
　
資
料
編
　
文
部
省
　
一
九
九
二
年

　
『
東
京
大
学
百
年
史
』
　
東
京
大
学
　
一
九
八
四
～
一
九
八
七
年

　
『
戦
後
史
大
事
典
』
　
三
省
堂
　
一
九
九
｝
年

　
『
戦
後
日
本
の
大
学
政
策
・
大
学
問
題
　
年
表
』
　
労
働
旬
報
社
　
一
九
六
九
年

　
『
大
学
基
準
協
会
十
年
史
』
　
大
学
基
準
協
会
　
一
九
五
七
年

　
『
一
橋
大
学
百
年
史
』
　
財
界
評
論
新
社
　
一
九
七
五
年

　
『
国
立
市
史
　
別
巻
』
　
国
立
市
　
一
九
九
二
年

　
『
資
料
戦
後
学
生
運
動
　
別
巻
』
　
三
一
書
房
編
集
部
　
一
九
七
〇
年

　
『
一
橋
新
聞
』

多
摩
地
区
、
国
立
市
）
問
題
に
関
す
る
事
項
を
記
述
。
次
の
資
料
を

③
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四
、
日
付
が
明
ら
か
で
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
「
○
・
ー
」
あ
る
い
は
「
○
月
」
と
表
示
し
、
該
当
す
る
場
所
ま
た
は
そ
の
月
の
末
尾
に
記
載
し
た
。
月
日

　
と
も
に
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
「
こ
の
年
」
と
表
示
し
、
そ
の
年
の
末
尾
に
記
載
し
た
。

五
、
一
橋
新
聞
の
記
事
中
、
講
演
会
・
催
し
物
な
ど
を
予
告
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
に
中
止
の
記
事
が
な
か
っ
た
場
合
、
実
現
し
た
も
の
と
見
倣
し
注

　
記
を
付
し
て
採
用
し
た
。

六
、
上
段
、
下
段
と
も
に
人
物
の
肩
書
は
項
目
記
載
時
点
の
も
の
を
記
し
た
。

七
、
卒
業
生
の
卒
年
・
肩
書
は
で
き
る
限
り
調
べ
た
が
、
不
明
な
場
合
は
省
略
し
た
。

八
、
外
国
人
研
究
者
の
来
学
記
録
に
つ
い
て

　
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で

　
『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
　
第
一
〇
巻
そ
の
二
』
の
来
学
記
録
か
ら
主
な
も
の
を
記
載
。

　
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で

　
『
一
橋
大
学
ニ
ュ
ー
ス
』
の
国
際
交
流
欄
か
ら
主
な
も
の
を
記
載
。

　
一
九
八
一
年
か
ら
は
来
学
者
が
急
増
し
た
た
め
、
来
学
者
の
項
目
は
省
略
し
た
。
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